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〈〉目的 Aims 
伝統薬物・薬用植物に関する国際的共同研究の推進を目的に、①タイ固との拠点大学万式によ
る交流事業、②ミャンマーとの海外協力事業および③北京大学薬学院との共同研究拠点
(International Collaboration Center for Conservation and Efficient Utilization of Medicinal 
Resources）事業を展開している。④また和漢医薬学研究推進ネットワークを構築し、情報の共
有化を図る。
〈〉活動事業実績 Archivements 
, ）タイ固との拠点大学方式による交流事業実績
平成 13年日本学術振興会拠点大学交流事業としてスター卜した薬学分野・研究テーマ「天然薬
物Jは5年を経過し、中間評価が実施されるにあたり、本年中間報告書を提出した。
拠点大学受流としての研究目標は難治性の疾患（特に老年性認知症、癌、アレルギ－及び感染症
等）の予防や治療に有用な天然薬物の研究と開発であり、平成 17年度は以下の研究課題で受流
事業を行なった。
研究課題1：老人性疾患の予防と治療に育用な天然薬物の研究
研究課題2：アレルギ－性疾患及び癌の予防や浸潤・駐移を抑制する天然薬物の研究
研究課題3：肝炎（肝障害を含む）及び数種の感染症に有効な天然薬物の研究
研究課題4：天然薬物の構造・合成・活性発現の分子機構の研究
研究課題5：タイ産薬用植物成分の生合成に関する分子生物学とパイオテクノロジ－研究、及び
タイ産薬用植物のデータベースの確立
平成 17年度変流実績は日本側からタイを訪問した人数は21名（129人×回数）であり、タイ側
から来日した訪問者は24名（1288人×日数）であった。またベトナムからは 1名が来日してい
る（30人×日数）。
2）ミャンマーとの海外協力事業
ミャンマ－固に対して、これまで本研究所の教官が国際協力機構（JICA）の個別専門家とし
て数回訪問し、ミャンマ一保健省と伝統医薬学の協力事業について事前調査を行ってきた。ま
た、これまでJICAの支援で2名の大学院生（修士課程修プ）が本学を卒業し、研修員ち6名
引き受けている。また、現在、ヤンゴン大学出身の博士後期課程の国費留学生（大使館推薦）
を受け入れている。なお、本事業は、首都移転問題等の社会的状況によって延々になっている
が、この間、毎年、科学研究費での国際学術研究で、本学の卒業生と一緒にミャンマ一国での
共同調査を行なうなどして継続して活動している。また、来年度（18年度）から伝統医療従
事者の知識・能力の向上を目的としてJICA技術協力プロジェク卜が本格的に開始され、数名
124 
の教官が参加する予定である。（門田記）
3）北京大学薬学院との共同研究拠点事業
2005年2月25目、富山医科薬科大学と北京大学医学部との間に「薬用資源研究における国際
協力拠点設置に関する協定Jを結び、富山医科薬科大学和漢薬研究所と北京大学医学部薬学院
の施設内にそれぞれ研究拠点を開設した。この協定により学術支流や共同研究及び、 2003年
に採択された 21世紀 COEプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生jの更なる進展を
図る。本年の主な活動は次のとおり。
1) 7月 12日：北京大学医学部薬学院より国際拠点主任の察少青教授が来学し、和漢薬研究所
にて共同研究の打ち合わせを行った。
2) 7月25日～8月14日：小松かつ子教授が北京大学医学部薬学院の劉広学問手らと中国雲南
省にて薬用資源植物及び少数民族薬物に関する合同調査を実施した。
3) 9月29日済木育夫教授、松本政三教授が北京大学薬学院にて「和漢薬を中心とした病態
生理学的・薬理学的作用に関する講義Jを行った。
4) 11月29日～12月1日：小松かつ子教授、朱妹COE研究員が北京大学医学部薬学院にて「遺
伝子解析による生薬の墓源の同定Jの講義及びワークショップを開催した。
4）和漢医薬学研究推進ネットワークを構築・共有化
1) 2003年秋に形成された「和漢薬研究推進ネットワーク」を 2005年秋に「和漢医薬学研究
推進ネットワーク」として再構築し、ネットワークの強化を図る。和漢薬の基礎・臨床研究に
関する情報・知識を集積、交換、発信するとともに国内および国際的共有化を図り、併せて園
内・国際共同研究を推進する中核的拠点を形成することを目的とし、当面は、登録会員の万へ
のメールによる情報（和漢薬関連のセミナーやシンポジウムの開催予定など）配信サービスを
けっ。
2）第 1回配信・・・ 10月 6日（開催情報2件）
第2回配信・・・ 10月27日（開催情報2件）
第3回配信・・・ 11月 4日（開催情報2件，診療科設置情報 1件）
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